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がん／悪性腫瘍は、現在国民の死亡原因として最も多い疾
患となりました。当医科大学病院におきましては、国民、県
民の皆様に対しまして、最新、最良の診療を提供できますよ
う従来より努力して参りましたが、がんの診療は日々進歩し、
社会的にも、科学的にもより多面的なアプローチが必要とな
って参りました。�2006年6月にはがん対策基本法が制定され、
すべての国民にすぐれたがん診療を提供すべく、行政と医療
者が一体となって努力することが謳われています。

このような要請に応え、地域の他の医療機関と連携しつつ21世紀のがん診療を担っていく目的で、
2006年10月に獨協医科大学病院腫瘍センターが発足しました。
がんは精神面も含めて全身の疾患であり、その診療はいまや１つの科だけで担当できるものではありま

せん。
また、がんの患者さんはがん以外の疾患を抱えておられることも多く、すべての診療科が必要に応じて

連携して関わることができるのは、大学病院の大きな利点であり、それを推進、統括していくことが腫瘍
センターの目標とするところです。
当院腫瘍センターでは、県民の皆様にがんに関する質の高い情報を提供し、患者様と一緒になってがん

と闘い、克服していく地域がん診療連携拠点病院としての役割を果たしております。

私たちは、皆様のお力になれるよう準備させていただいております。どうぞご利用ください。

※情報については、個人情報保護法に基づき対応させていただきます。お話しされた内容の秘密は

厳守いたします。

●部門紹介

センター長　　植木　敬介

腫瘍センター

当院腫瘍センター相談支援部門では、医療ソーシャルワーカー（精神保健福祉士）と連携して

がんの患者様やご家族のための相談窓口を設置しております。

担 当 者：　がん相談専門員（専任看護師)、医療ソーシャルワーカー(兼任)

相 談 日：　月曜日から金曜日（祝日、開学記念日、年末年始は除かせていただきます）

相談時間：　☆来訪相談（面談）：午前9時～11時（お待たせしないためにご予約をお願いいたします）

☆電話相談：午後１時～３時　（来訪相談のご予約もこちらで承ります）

連 絡 先：　0282-87-2053（直通）
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平成24年4月の保険改正にて、前立腺癌に対して、ロボット支援手術器械であるda�Vinci�(ダ・ヴ
ィンチ)�S�サージカルシステムを用いた前立腺全摘除術の保険収載が認められたことを受け、当院で
は平成24年9月に導入しました。

現在、センター化の進んだ米
国においては、前立腺全摘除の
約7割がda�Vinci��S�サージカル
システムで行われておりますが、
この背景としては、体幹の深い
部位を扱う手術では、視野の確
保と出血量の軽減を図ることが、
周術期成績の向上につながると
されています。特に、骨盤腔の
最深部にある前立腺に対しての
前立腺全摘除においては、da
Vinci��S�サージカルシステムで
は、以下の2点が可能となります。

ひとつは、三次元的視野による前立腺および周囲臓器の詳細な立体構造の把握が可能となること
です。もうひとつは、ヒトでは真似のできない三次元的動き（540度の手首の回転）が可能となるこ
とです。
これらのことが可能となることで、周術期成績の向上が得られるのみならず、執刀医の負担の軽

減にもなり、da�Vinci��S�サージカルシステムを用いた前立腺全摘除術の普及につながっていると考
えられています。

現在、日本国内では約50数施設がda�Vinci��S�サージカルシステムを導入済み、或は導入予定で
ありますが、当院は北関東地区の高速道路交通体系の要衝にあり、特定機能病院および地域がん診
療連携拠点病院である当院での導入は、栃木県下はもとより、隣接県下の住民に対しても、最新医
療を提供することが可能となります。また、学生・研修医・若手医師にも魅力的な教育の場を提供
することにも役立ち、結果的に当院の治療実績の向上につながるものと考えます。今後は関係部位
と協力しながら、安全なda�Vinci��S�サージカルシステムの運営を心がけて、創意工夫に努めて参り
ます。

手術時の患者の負担減が期待される
手術支援ロボット

「手術支援用ロボット  da Vinci (ダ・ヴィンチ) S
サージカルシステム」を導入しました

泌尿器科　診療部長（前立腺センター長兼任）　　釜井　隆男
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【調査結果概要】
＜外来部門＞
・施設面の「案内看板や表示のわかりやすさ」に対して満足度が低い評価でありました。

→（対応）今後案内看板や表示について、改善に向け検討して参ります。
・診察サービス面の「診察待ち時間」に対して満足度が低い評価でありました。

→（対応）予約患者様や診療内容等が様々であり、曜日によって特定疾患の診療を行っ
ている関係で診療待ち時間が長くなる傾向ですが、少しでも早めに診療が受
けられるように、これからも取り組んで参ります。

・その他の項目についても、患者様へのサービス向上に向け、改善に努力して参ります。
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【調査結果概要】
＜入院部門＞
・施設面の「トイレ、洗面、給湯等の設備」が低い評価でありました。

→（対応）今後療養環境の向上に向け、検討して参ります。
・診察サービス面の「食事の内容」に対して満足度が低い評価でありました。

→（対応）入院中の患者様に更にご満足いただけるよう、改善に向け検討いたします。

皆様からいただいた貴重なご意見を十分に検討し、今後の医療サービスのより一層の向上
に努めてまいります。ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。
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〒321-0293
　栃木県下都賀郡壬生町大字北小林880番地
　TEL 0282-86-1111（代表）FAX 0282-86-4775
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